
いよく活躍するという思いを込めて～ 

学びを楽しむイルカはいるか? 

校長 櫻井 勉 

新しい年が始まりました。令和 8年も鷹南学園三鷹市立

第五中学校をよろしくお願いいたします。 

昨年末に教育支援学級(E 組)の宿泊学習を実施しまし

た。「命とのふれあい」をテーマに初日は横浜市の「こども

の国」でモルモットやウサギとの触れ合い、牛の乳しぼり体

験などを行いました。そして２日目の「八景島シーパラダイ

ス」で生徒たちが最も興奮と感動を味わったのは「イルカシ

ョー」でした。最初は喜

ぶ生徒たちの笑顔や

歓声に注目していた私

でしたが、次第にイル

カたちのパフォーマン

スそのものに引き込ま

れてしまいました。そ

れは、驚くほどの高度

な技と協調性・表現力などが、単にトレーナーとの主従関

係や信頼関係、餌欲しさだけで獲得できたとは思えず、イ

ルカたち自身がトレーニングやパフォーマンスそのものを

「遊びのように楽しめる」という要素があるに違いないと

強く感じたからです。 

 

イルカとは 2020 年の三宅島赴任から縁があり、船で 50

分ほどの御蔵島(みくらじま)沿岸で指導員の指示の下で

行う「ドルフィンスイム」に魅せられて年に５回ほど参加し

ていました。御蔵島の約 130 頭は個体識別調査が継続さ

れ、観光客の入水人数や滞在時間も厳しく管理された保護

下にあるとはいえ完全に野生です。なぜ餌をくれるわけで

もない人間に近寄ってきてサービスのような動きをしてく

れるのでしょうか。母イルカから離れて私に近づいてきた

子イルカにロックオンされ、吹き出したバブルリングに体が

すっぽりと包まれるという奇跡のような体験(昨年度学校

だより2月号掲載)も、イルカが「遊びとして楽しむ」という

目的をもって人間に近づいてきたとしか思えません。その

証拠に、群れによってはこちらに見向きもせずにサメた感

じで通り過ぎていく場合もあります。食料の確保がうまく

いっていなかったり、群れの中で何か問題があったりした

ときには遊んでいる心の余裕などないのは人と同じです。

でも、人と並走(泳)したり、くるくると回転したりして遊ん

でいるときのイルカの目は優しく笑っているように見えま

した。つまり人間に対して、イルカが「遊びたいときにだけ

近づいてくる」という対等な関係が自然に成り立っていて、 

 

それこそがドルフィンスイムの魅力なのだと感じていまし

た。 

さて、パフォーマンスにおけるもう一つの興味はイルカ

どうしに「協調する・協働する」という意思が働いているの

かどうかです。例えば「順番

にジャンプする」際、トレーナ

ーが出す合図だけに忠実に

従っているのか、あるいは前

のイルカの動きを見てタイミ

ングを調整したりできるの

か。2019 年に京都大学の研

究グループが興味深い実験を行っています。台に通された

ひもの両端を２頭のイルカが同時に引っ張ったときだけ台

の上の目的物(報酬)を得ることができるのですが、学習を

進めていくと、先に到着したイルカが後から来たイルカを

待ってからひもを引いたり、時間差でスタートしても泳ぐ

速さを変えて同時に到着するように調整したりと、お互い

に行動を合わせていることが明らかになりました。このよ

うな行動の原点も「協調・協働することでさらに楽しくなる」

という創造的好奇心にあるように思います。 

 

 人も試験の点数や試合の勝敗といった結果の目標だけ

でなく、そこへ向かう学習やトレーニングの過程で味わえ

る楽しさ・やりがいが重要な目的や動機になったとしたら、

発揮される効果は計り知れません。「楽しいからさらに自

分で探求したい」「わかるようになる・できるようになる瞬

間が最高に楽しい」「もっと違うやり方でアプローチしてみ

よう」私たちにはそんなワクワクがあふれる学校・授業を目

指す使命があること、さらに同級・同学年の仲間はもちろ

ん、多様な人々との対話的・協働的な学びによって、課題

を解決できたり、新たな視点を発見できたり、創造的好奇

心のスイッチが ON になったりする機会を増やしていく責

任があることを「イルカが学びを楽しむ姿勢」から学ばせて

もらいました。 

 

E組の宿泊学習の締めくくりは海辺のテラスでのバーベ

キューでした。私が早々に満腹で終了した隣で、日頃の給

食では「なんて食が細いんだろう」と思っていた１年生数名

が、肉、魚介類、野菜…と信じられないほどの量を 90 分の

制限時間終了まで食べ続けているのを見て心の底から敬

服しました。仲間との楽しい思い出に彩られた「命とのふ

れあい」が、「大切な命からの恵みを力いっぱいいただくよ

うに」と導いてくれたのですね、きっと。 

 
◇学校教育目標◇ 

・進んで考える人 

・情操豊かな人 

・心身ともに健康な人 
あげしお

令和 8年 1月９日 

鷹南学園三鷹市立第五中学校 

校長 櫻井 勉 

第 9号 

「あげしお」～物事の勢いが盛んになることを意味し、生徒が勢いよく活躍するという思いを込めて～ 

 



12月の五中生： 2学期の「成長」と「課題」を各自が振り返ることができました！  

 

 

 

 

   

 

   

 

   

普通救命講習（１年生）（12/９） 

三鷹市では毎年一年生を対象にした講

習会を実施しており、貴重な経験を積

んでいます。三鷹消防署と東京防災救

急協会から延べ 20人以上の職員が参

加し、救急救命としての「心肺蘇生法」

と「AED の使用法」などについて理論

と実践の場を設けながら丁寧に指導し

てくださいました。「自分が救護を担う

場面がくるかもしれない…」そう想像す

ることで、臨む姿勢が変わってきます。

職員からの説明を熱心に聞き、真剣な

眼差しで一生懸命に取り組む生徒たち

の姿が印象的でした。 

 

 

駅伝大会（３年生）（12/23） 
体育の授業内で３年生が「駅伝大会」を

実施しました。６人でチームを編成し、

校庭と中庭を利用して作った１周約

500ｍのコースを 12 周（計６km：１区

１周、２区２周、３区３周、４区３周、５区

２周、６区１周）走りきりました。自分の

区間を懸命に走り、襷をつないでいく

という、箱根駅伝さながらの熱いレー

スが展開されました。精一杯の声で仲

間を応援する３年生の姿は、とても爽

やかでした。翌日に予定していた１・２

年生については、雨天のため３学期以

降に延期となりました。きっと「熱い」レ

ースになることでしょう。 

 

鷹南コンサート（12/7） 

吹奏楽部にとっては、11/30 に開催

された「丸池わくわくまつり」に続き、

地域行事への２週連続の出演となりま

した。今年度からは会場が本校体育館

に変わり、プログラムも精選された形

での実施となりました。保護者はもち

ろん地域から多くの方々が集まり、外

の寒さとは対称的に会場内は温かな

空気が満ち溢れていました。中原小合

唱団、東台小金管バンドの爽やかな発

表の後に、満を持して登場しました。日

頃の練習の成果を存分に発揮した溌

剌とした演奏に、自然と大きな拍手が

沸き起こっていました。 

 

 

８（木） 始業式   

９（金） 給食始 都立推薦出願始 

１４（水）  鷹教研（⑤カット） 部活動再登校 

１５（木）  学校公開 ４時間授業（①⑥カット） 

       学園研究（五中体育館） 

１６（金） 学校公開 一斉委員会 

１７（土） 学園公開（４時間授業） 給食あり  

 卒業生の話を聞く会（E組） 

 新入生保護者説明会 

１９（月）  振替休業日 （全館停電） 

２１（水）  自然教室（１年） 給食試食会 

２２（木） 自然教室（１年） がん教育（２年） 

２３（金） 自然教室（１年） 

２６（月）  生徒会朝礼 安全指導  

都立高校推薦入試 

２７（火） 都立高校推薦入試 

２８（水） 職員会議 

２９（木） 避難訓練 

３０（金） 校外学習（２年） 復習確認テスト（１年）  

都立高校一次出願始 

３１（土）  漢字検定（午後）  

1月の予定 

＜令和７年度 献立コンクール＞家庭科の「夏休み課題」として２年生が取り組みました 

杉本 惟織（２C）

栄養バランス賞 下村 将大（２A）

原田 夏妃(2C)

※上記３つは、内容を少し変更して、給食に採用する予定です 

夢のごちそう賞 井伊 結愛（２A）

ボリューム満点賞 林 亜蘭（２A）

新学習タブレット（iPad）を配布しました 
１月８日に２年生・３年生・E 組に、９日には１年生

に、新しい iPadを配布しました。 

冬休み期間中にはデータの削除・移行や端末回収

の準備などご協力いただきありがとうございま

した。使用にあたってのルールについて以前との

変更点はありませんが、改めてお子様とともに

「学習用タブレット端末活用のルール」をご確認い

ただき、適切に使用するようご指導ください。 

 

＜陸上部＞三鷹市民大会 三鷹市民スポーツ祭陸上競技大会 

中学女子１年１００ｍ  第２位 髙瀬心暖 中学男子共通１５００ｍ 第３位 清水晃太郎 

中学女子砲丸投 第１位 石松梨紗 中学男子共通砲丸投  第２位 清水千捷 

中学男子共通４００ｍ 第１位 中田凛太郎 中学男子共通４×１００ｍＲ 第２位 

中学男子共通８００ｍ 第２位 石井駿大 清水晃太郎 小林蒼弥 中田凛太郎 阿部亮太 

 

武蔵野納税貯蓄組合総連合会主催 

第 5９回 中学生の「税についての作文」 

優秀賞 細貝 萌名 （３年） 

＜ボランティア活動＞ 

三鷹市社会福祉協議会「みたボラ」 

マスター・レジェンド称号授与 

古川 麗（３年） 

 

 

 

 

＜男子バスケットボール部＞ 

第９ブロック新人大会 準優勝  

※都大会（１月～）への出場決定！ 

＜空手＞ 

武蔵野市第２７回クリスマス大会組手競技  

準優勝  岡田 める（２年） 

 

交通安全講話 12/18 
今年４月１日より道路交通法が改正され、自転車に対

しても反則金制度（青切符）が導入されます。三鷹警

察職員の方々が講師として来校し、全校生徒に対して

事例をあげながら丁寧に説明してくださいました。   

 

多摩地区特別支援教育研究会マラソン大会（E組）12/18 
晴天のもと、昭和記念公園に約５０校の生徒が集まり開

催されました。タイム別・男女別のカテゴリに分かれ、五

中からは８名が 3000ｍまたは 2000ｍに出場し、各

自が自分のベストの走りをすることができました。 


